
講演要旨（第174回）＊

特集　栗駒地域の地熱に関する研究成果

地熱検証調査の中途段階に立って

長谷紘和

r地熱探査技術等検証調査」がスタートして6年が経

過し，宮城県鬼首地域を中心とする広域地熱地域r栗駒

地域」における研究は，鬼首盆地内における地下高温域

の把握を中心とする，1，500m級坑井検証調査の段階に

至っている．

　地表下2，000mを超え，3，000mに達する深度に賦存

する地熱資源の探査と資源評価のための技術開発を研究

テーマに据えた本プロジェクトでは，計画発足時に樹て

られた地熱賦存概念モデルを，その後の調査データによ

って見直しつつ坑井調査によって検証し，その結果を適

用調査技術にフィードバックし，探査・解析精度の向上

と地熱賦存モデルの高精度化とを図るという進め方をと

っている．

　こゐような過程の下にあって，「本プロジェクトが最

終目標の中途段階にある現在，本研究発表会において，

　1）深部地熱賦存に関してこれまでの実証結果からみて

当初の考え方を修正すべきと思われる点

　2）地熱探査技術における時間軸を入れた解析の重要性

について

　の2点について述べる．

　1）深部地熱資源の賦存について，本プロジェクト発足

当時，われわれが設定した概念モデルは当時の既存資料

をもとに構築したものであるが，今目得られている事例

に基づけば，深部地熱資源ポテンシアルはわれわれが本

プロジェクト発足当時に行った推定を下方的に修正する

のが妥当なことを示している．すなわち，①深部地熱プ

ロジェクトとして九州中・北部r豊肥地域」で実施中の

“深部”地熱調査では，地熱エネルギーのきわめて有効

な輸送を可能にすると考えられた，高温・高圧の地熱流

体による“superconvection”の存在は深度2，000m－

3，000mの間には確認されるに至らなかったこと，②東

＊昭和60年12月9日本所において開催の研究発表会

北地方北部脊梁域r仙岩地域」で実施中の研究結果から

は，上記深度で106年オーダーに亘り，3000Cを超える

高温地熱流体の本源熱源になり得るような大規模酸性マ

グマ溜りが存在する可能性は火砕流噴出体積を手がかり

とする地質学的推定法からは否定的結論が得られつつあ

ること，を上げることができる．

　今日までに得られた地熱坑井調査結果からは，わが国

の地熱流体賦存が，主に断裂系に支配された，たて長の

貯留構造によって特徴づけられることが明らかにされつ

っある．

　地熱貯留構造を地表下2，000m以深にわたって的確に

把握する地熱探査技術の技術課題は決して容易な研究テ

ーマではない．このような地下深部の地熱賦存域を把握

するには地熱活動の累積的な結果としての，言い換えれ

ば地熱活動のr化石」としての変質帯，を含めた地下で

の広がりを対象と考えることが重要である．このことは

地熱探査技術の研究開発テーマにおいて，地熱活動を状

態としてのみではなく，熱史的にとらえることの重要さ

を示している．この熱史の時間軸はわが国の場合105年

オーダーを超える可能性は小さく，地質学的時間尺度と

比較するときわめて短いものと言える・

　r地熱探査技術等検証調査」の進展により，地表下

2，000m以深に賦存する地熱についても実証データが蓄

えられっっあるが，研究の実施に当って，国立公園内で

の坑井調査の実施等が自然保護の観点から制約を受けて

いる．この制約についてはプロジェクト発足当時にある

程度の予測がなされたが，現実にはこの予測を超えるも

のとなっている．　　　　　　　　　　　（地殻熱部）

栗駒地域の広域的地質構造と地熱資源分布

山田営三

本地域の地質構造，特に断裂系およびそれらの温泉分

布との関連を検討し，次の結論を得た．

（1〉第四紀火山周辺の断裂系は，いわゆる広域的応力

場による断裂系と方向および性質が異なっており，これ

はマグマの貫入により異なった応力場が生じた為と考え
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られる．

　（2）石巻一鳥海山構造帯（大森，1954）においては，第

三紀から第四紀までの断裂系が東北地方に一般的に認め

られているN－S方向の断裂と異なってNW－SEおよび

NE－SW系統のものが多い．

　（3）第四紀の火山に伴なうマグマ溜りを熱源とする高

温の熱水系（山田他，1985）の他に，これらから離れた場

所に40。一70。Cの温泉が認められ，それらは上記の2系

統の深部断裂に沿って熱水が上昇することにより生じた

ものと考えられる．　　　　　　　　　　（地殻熱部）

小安周辺の三途川層と陥没構造

竹野直人・金原啓司

　秋田県南部にある北部栗駒地熱地帯は，活発な地熱活

動が認められ，地熱の探査・開発が進められている、こ

の地域には，湯沢，秋の宮，虎毛山，皆瀬川を含む広域

的な低重力異常域と，その中にあっていちだんと低い低

重力異常域が地域的にいくつか認められる．このうち皆

瀬川に沿う低重力異常域は南西縁に地熱地帯が位置し，

この地域の地質構造の解明が地熱の探査，資源評価の上

で重要となっている．この地域は，三途川層と呼ばれる

層理の発達した湖成堆積層が最も広くまとまって分布し

ている．地質構造を明らかにする上で，その特徴的な岩

質を利用することが有効と考えられ，三途川層と周囲の

地質の関係について調査を行った．

　三途川層の下位には，皆瀬川層と呼ばれる一部溶結し

た火砕流堆積物が分布する．皆瀬川層は，それより下位

の山内層以下の地層と岩相，地質構造を異にし，不整合

関係にある．促進調査坑井のうち1本は，深度1800m

まで掘削して，なお皆瀬川層をぬけず，その厚さは，

1200m以上あり，火砕流堆積物により埋積された陥没

構造の存在を明らかにした．三途川層と皆瀬川層が一連

のものであることを野外調査および坑井岩芯の検討によ

り明らかにした．三途川層が，周囲の山内層以下の地層

に対して，陥没形成に関連した断層または断層崖を介し

てアバットしていることが，本地域北東部と南西部で確

かめられた．

　三途川層を下位から上位にむけて1－IVに4分した．

1層は，角礫岩層，H層は凝灰岩・シルト岩互層，皿層

は凝灰岩層，IV層はシルト岩および珪藻を含む細粒凝灰

岩層である．各層とも岩質の変化が著しい．1層の角礫

岩層は，泥岩，安山岩等の角礫と凝灰岩の基質からなる

部分，ほとんど火山砕屑物のみからなる部分，あるいは

1m一十数mの泥岩・シルト岩の岩塊を含むスランプ角

礫岩からなる部分が認められる．この角礫岩層は，周縁

部で発達する傾向があるが，周縁部から離れた所に巨礫

岩塊が認められることもあり，崖錐性のものとスランプ

性のものが混在していると考えられる．この角礫岩層の

中に，下位の皆瀬川層の火砕流堆積物と同質の凝灰岩類

がはさまれることがある．1層からは，3カ所で火山豆

石が見出され，II層の一部では多量に軽石が含まれてい

る．したがって皆瀬川層から三途川層の下部堆積時まで

一連の火山活動が推定される．これらのことから，この

地域では，火砕流堆積物からなる皆瀬川層の堆積ととも

に陥没が進み，陥没をもたらした断層崖の崩壊による崖

錐性およびスランプ性の角礫岩層（三途川層1）の堆積，

ついで湖成層（三途川層H－IV）の堆積が続いたものと考

えられる（第1図）．本地域北東部，南西部では陥没を作
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　　　第1図　北部栗駒地熱地帯（川原毛一泥湯一皆瀬川）の模式地質断面図
　　　Su：山内層以下の地層，M＝皆瀬川層，SI－SIV：三途川層（1－IVは本文参照），K：兜山層

　　　（デイサイト溶結凝灰岩）
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る断層に沿って貫入岩体が認められる．以上の過程は，

カルデラの形成として理解することができるが，三途川

層の分布とカルデラの広がりについてまだ問題が残され

ている．三途川層と呼ばれる地層は本地域に最もまとま

って分布するものの，隣接地域にも点々と分布しており，

それらとの関係が不明である．この点に関して，冒頭に

記したような，広域的な低重力異常域との関係，あるい

はその中のいくつかの地域的低重力異常域相互の関係が

今後明らかにされる必要がある・　　　　　（地殻熱部）

栗駒地域の重力分布について

駒澤正夫

　栗駒地熱地域地質図（昭和61年3月発行予定）につい

て，G－H相関を検討し地形との相関の少ない仮定密度

ρ＝2．39／cm3の編集重力図を作成した．定性的に考察す

ると，低重力異常域が栗駒南部・鬼首地域においては円

形状に，栗駒北部・小安地域においては北西一南東に伸

びた長円形状にそれぞれ見られる．鬼首低重力異常域は

鬼首カルデラの環状構造に対応し，小安低重力異常域は

北西一南東に方向性をもつ2本の構造線に画された地溝

構造と考えられる．鬼首地域について，推定地質断面モ

デルの各地質層序に密度を仮定して重力異常と整合性を

もつか2次元解析を行って検証した．その結果，モデル

では山王森周辺の基盤の隆起域が過度に推定されている

ために10mgal以上の誤差を生じ地質モデルの修正を要

することが判った．

　重力の3次元解析については，対象とする構造より深

い構造による広域的地域異常は，ローカットフィルター

により除き，対象とする深度の残差重力図を作成し，均

質二層モデルにより計算を行った．密度差を∠ρ＝0．4
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g／cm3とし，コントロールポイントは基盤岩類の露頭を

採用して計算を行い，その結果を第1図に示す．解析結

果と掘削結果を比較すると，重力基盤は栗駒北部地域で

は花腐岩基盤と対応している範囲が広いが，栗駒南部地

域ではKR－1号井が1213mで花闇岩の基盤に逢着した

が本解析の重力基盤は約200m浅く解析されており，ま

た，花南岩に逢着していない他の坑井についても数100

m浅く解析されていると考えられる．それは，鬼首地域

では重力基盤が，かならずしも花醐岩基盤を表わしてい

る訳ではなく，密度的には基盤と考え・られる蟹沢層下

部・グリーンタフ層に対応していると解釈できるためで

ある．　　　　　　　　　（新エネルギー総合開発機構）

熱水等の化学及び放熱塁の分布

比留川貴

　栗駒広域地熱地域（N38。32ノーN39。10ノ，E140。25ノー

E141。0’）には多数の熱水及び噴気兆候などが分布する

とともに，検証調査などによる坑井の掘削が続けられて

いる．

　本地域の地熱兆候は，その分布，産状及び地熱流体

（熱水及びガス）の化学的特徴などにより①荒湯一女釜男

釜，②鳴子温泉及び③小安一川原毛の3地域に分けられ

る．また，地熱流体の地域ごとの化学的性質の概要は，

次のようである．

　荒湯一女釜男釜地域の中心部から湧出する熱水は980

C以上の高温を示し，地獄地域では酸性のH－SO4型，

周辺部に向けて順次Na－C1型組成となっている・また・

トリチウム（3H）濃度の測定結果によれば地獄地域の

酸性低塩分熱水はその値が高く，周辺の中温熱水は低い

値が求められている．噴気ガスの98％以上は水蒸気で

占められ，残余の主要成分はH2S，CO2及びSO2等の酸

性ガスである．荒湯地獄の東に掘削されたKR－1号井

の噴出過程から考察すれば，これらの酸性ガスが熱水を

噴出させる役目をしているようである・

　鳴子温泉地域の熱水は，中心部においては高温・中性

のNa－SO4型，周辺部に向けて順次中温・中性，Na－

HCO3型に変化し，現在では噴気活動は認められない．

　小安一川原毛地域の熱水は，中心部においては高温・

酸性のH－Cl及びH－SO4型，周辺部に向けて中温・中

性のNa－C1型に変化している．噴気ガスの性質は，荒

湯一女釜男釜地域のそれに類似している。

　鬼首盆地内9．156km2の地域における放熱量は，熱伝

導，河川，温泉及び噴気地に分けて測定され，総量は約

7440kcal／secであり，その約70％は河川によるもの

である．地域ごと単位時間・面積当りの放熱量は，最

高が荒湯（209．3×10－6cal／sec・cm2，以下同単位），片山

（123．7），吹上沢一轟（59．25），女釜男釜（40。54）の順と

なり，全地域の平均値は81．27である。　　（地殻熱部）

鬼首地域の変質と熱水系

高島勲

　地熱発電所が建設されている鬼首片山周辺は通常の地

熱地域と異なり，浅部に沸石を主とする中性一アルカリ

性の変質，深部にパィロフィライトを含む高温酸性の変

質が存在するという特異な構造を持つことで知られてい

る．深部の酸性変質帯は基本的に火山性物質の寄与が大

きないわゆる狭義の火山性地熱（高島・本多，印刷中一

秋田大学地下資源研究施設報告No，51）が存在するもの

と考えられ，片山付近では地下600m付近に存在する

強力な不透水層（安山岩質溶岩）のため深部熱水が直接上

昇しなかったことにより中性一アルカリ性変質が生じた

ものと思われる．地表及びボーリングによる立体的変質

帯分布から，深部の酸性熱水は片山の東北東約1kmの

荒湯付近では浅部まで上昇して来ており，その酸性熱水

が側方流動により中性化したもの及び直下の熱により加

熱された天水が片山の中性一アルカリ性地熱貯留層を形

成したものと思われる。

　多くのボーリング坑の変質データから，前述の狭義の

火山性地熱は高目向山を中心として径2－3kmの範囲に

広がっており，その全部が現在まで続く活動であるとす

れば相当大きな熱源を想定することができる．

　　　　　　　　　　　　　（秋田大学鉱山学部）

断裂型熱水系での熱水流動の数値実験

杉原光彦・石戸経士

鬼首地熱地域をはじめ各地の地熱地域で各種調査がな

されるにつれて，熱水を供給する垂直性断裂の存在が地

熱系の形成に支配的な役割を果たしているという描像が

定着しつつある．そこで断裂型熱水系での熱輸送過程を

定量的に把握する目的で垂直断裂を陽に含むモデルをた

てて数値実験を行なった．

　垂直断裂面を通して周囲の岩体と熱交換をする場合の

垂直断裂内の対流発生条件について線型安定論からは次

のことがわかっている（H．D．MuRPHY；1979）．：自然対
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流は発生しにくいが一度生成されると安定に存在し，し

かも深さ方向に細長い対流が存在しうる．特に最後の点

は深部からの効率よい熱輸送過程の存在を示唆していて

興味深い．我々はまず，岩体中の垂直断裂単体について

数値実験を行ない，線型安定論と同様の結果を得た。ま

た鬼首地域での放熱量調査結果と比較して同地域の地表

近くの熱輸送過程が垂直断裂中の熱水循環で説明できる

ことを示した．

　次に地熱系全体の熱史を考察するために，熱源と地熱

貯留層をも含むモデルについて数値実験を行なった．モ

デル作成にあたっては観測事実の情報量と精度に見合う

こと，及び計算量を考慮して単純化を心掛けた・解析領

域としては，岩体の上に透水層があり，断裂が岩体を垂

直に切って透水層と接しているという形状を三つの直方

体の組合せで構成し，各々の系の外側は適当な対称境界

条件を課した．断裂内，透水層内では厚さ方向に平均化

した2次元領域として熱水循環を考えることにした．以

上の簡単化にもかかわらず，各々の系の間の熱交換，及

び断裂と透水層の間の熱水の出入りを考慮したため，こ

のモデルはかなり広範な現象の考察に適用できる．また

透水層内の冷水が断裂内を下降し断裂内下部で周囲の岩

体により暖められ熱水となり上昇して透水層に流入する，

というように熱水貯留層への流入流出はモデルの中に取

り込んであるため計算結果の任意性の幅が小さいことも

このモデルの特長の一つである．計算では岩体下部に熱

源が与えられた時，それが岩体内熱伝導と断裂内熱水循

環により，どのように透水層に熱輸送され熱水貯留層が

形成されるかをシミュレートした．

　熱源が極度に大きくない限り熱伝導だけでは拡散する

だけなので断裂内対流により，いかに集中した熱輸送が

実現されるかが有効な熱水貯留層が形成されるかどうか

のポイントになる．数値実験の結果，次の二点が明らか

になった．

　1．断裂の透水性だけでなく透水層の透水性も重要であ

る．透水層の透水性が低い場合は断裂内が対流により暖

まった後は対流は減衰し，周囲の岩体に熱を拡散してゆ

く．透水層の透水性が良い場合は冷水が断裂に供給され

るため熱対流が励起され続ける．断裂から透水層に流入

した熱水は熱水貯留層を形成する．．

　2．断裂が近接して存在する場合は断裂同士の干渉によ

って熱輸送効率は，さらに良くなる。　　　（地殻熱部）

栗駒地域におけるMT法調査について

北村英昭

NEDO地熱調査部では，地熱探査技術等検証調査の

一環として，栗駒地域においてMT怯調査を実施して

いる．56年度には地域の南部を中心として22点，59年

度には北部を含む全域にわたって36点の測定を行って

いる．

　本報告では，まず，MT法調査により得られた比抵抗

の平面的分布を明らかにするとともに，3本の測線につ

いて行った1次元解析の結果を示し，当地域の比抵抗構

造を考察した。また，MT法の1次元解析の結果につい

て，シュランベルジャー法の断面解析の結果及び，坑井

調査の電気検層結果と比較検討した．

　TEモードの見掛比抵抗曲線からボスティックインバ

ージョン解析を行って得られた，海抜Om及び一1000

mでの比抵抗平面図によれば①環状の調査地域のまわ

りを囲むようにして高比抵抗域（数100Ωm以上）が存在

する．②調査地域の南部，とくに宮沢，吹上などの温泉

群及び，片山地獄付近を中心として低比抵抗（数10Ωm

以下）エリアが広がっている．③調査域の北部は概ね高

比抵抗である．また海抜Omと一1000mの比抵抗平面

図を比較すると全体的傾向は一致するものの，一1000m

では高比抵抗の部分はより比抵抗が高くなり，低比抵抗

のエリァが狭まってきて低比抵抗部と，高比抵抗部のコ

ントラストがはっきりしてくる傾向がある。

　一方，MT法の1次元解析の結果によれば①一般的に

宮沢，吹上，片山など地表徴侯の活発な地域では地表か

ら比抵抗が低く，比抵抗基盤は海抜一1000m前後と深

くなっている②環状構造の北側部分ではほぼ地表付近よ

り数100Ωm以上の高比抵抗で，比抵抗基盤はほぼ海抜

一500m前後と浅い．③KR－3号井の北側から鬼首発電

所及びKR－2号井付近にかけては比抵抗の不連続線が

いくつか存在し，かなり比抵抗構造が複雑に変化してい

る可能性がある．

　MT法の1次元解析結果とシュランベルジャー法の

断面解析結果を，調査域を東西に横切る測線で比較する

と，基本的には西側，東側で比抵抗高く，中央部で低い

というパターンは類似している。しかし，全体的に比抵

抗基盤の深度はMT法ではシュランベルジャー法にく

らべて深く表示され，従って，低比抵抗層の層厚はMT

法でより厚く示される傾向にある．また，シュランベル

ジャー法の解析結果に現れる浅部（地表下100－200m）の
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高比抵抗帯はMT法では捉えられていないことがわか

った．MT法の1次元解析結果と坑井内の電気検層結果

とを比較してみると，基本的には比抵抗の変化のパター

ンは類似しているものの，比抵抗の値及び境界の深度は

最大で約50Z程度の誤差があることがわかった．従って，

当地域のMT法の1次元解析結果を解釈する場合には，

この程度の誤差を考慮せねばならないことが分かる。

　　　　　　　　　　　（新エネルギー総合開発機構）

鬼首カルデラ南部の比抵抗構造

小川康雄・内甲利弘

　新エネルギー総合開発機構によって，昭和56年度に

鬼首カルデラ南部でシュランベルジャー法電気探査およ

びMT法探査が行なわれた．我々は，これらのデータ

を再解析し，比抵抗モデルを作成した。電気探査データ

については，1次元解析を行ない，次のような結果を得

た．まず，轟温泉以西では，海抜Om程度まで200Ωm

旛（Tu仔）が覆い～その下に1000Ωmの花嵐岩の基盤が

解析された。轟温泉から吹上温泉では，花闘岩の基盤は

海抜一1000mまで落ち込んでおり，その上に10－30Ω

mの低比抵抗層が顕著である．これはfractureに富ん

だTu鉦に相当し，熱水の貯溜部と考えられる．片山か

ら荒湯までは，深度300mまでは変質帯に対応して1一
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10Ωmの低比抵抗が解析されたが，それ以深のデータに

ついては質が悪く，基盤構造等の議論ができない．荒湯

以東では，轟温泉以西と同じ構造になる．一方，MT法

のデータについては，同じ測線について解析上の問題点

を考察しっっ，2次元解析を行なった．3次元構造にお

ける2次元解析の有効性，表層の局所的な不均質の影響，

地形の影響を考慮した．また，電気探査の200m以浅

の浅部構造と，駒沢・山田（1985）の重力基盤深度を比抵

抗構造のコントロール・データとした．以下の結果を得

た．花闘岩（1000Ωm）を基盤とするカルデラ構造が解析

された．カルデラ堆積物は，数10－100Ωmであり，湖

成堆積物や変質安山岩から成る．この比抵抗値は横山ほ

か（1983）の実験値と矛盾しない．荒湯・片山の浅部には

10Ωm程度の低比抵抗部がある．また，地下数kmまで

の構造としては，片山西方を中心とした低比抵抗体が顕

著であり，基盤内の亀裂に熱水が貯溜されていることに

対応する．ここに熱源があると，山田・栗山（1985）の温

度分布のコンターと調和する．また下部地殻に低比抵抗

層が解析された．　　　　　　　　　　　（物理探査部）

栗駒地域における坑井調査について

高木慎一郎

　新エネルギー総合開発機構では，宮城県鬼首地熱地域

を対象とし，地熱構造のモデル化，探査結果の検証等を

目的とした坑井調査を実施している．この調査は，1500

m級6坑，3000m級1坑により深部地熱構造の解明と

探査技術の向上を図ることとしている．現在1500m級

坑井3坑を終了した段階であるがこれまでの調査結果は

次の通りである．

蔦O伽級坑舞調…畿の．内：容

1項 目 肉　　　　署 調査　麗　的

翼 掘削深震 ・三500圃

灘 掘削工法 ワイヤーラインヱ法

ヱ 鑓酎方向 鉛直 地難構董の薦認

堪 最終坑径： 且0民鵬（樋

霊ア採取 オール謡ア解ング

岩費，巻相。変貿。 地質，変質状況の櫻
罰ア窺寮 翻れ目等の肉醸窺禦

L！500地貿柱状図作成

電気検鶯（罵講 比抵抗による地溜の討均

認農換層 岩貿の論欝
調

鞭
菰径換眉 地認分摺。認麗勾醗

葦 青波検層 7ラクチャーの襖出
o 密麗・中性子換窟 地麗孔駅認の決定

灘
定 地質。変璽： 頭微鏡鶏翼 暑署の鑑定

x綴窃末回折分静 類鉱物の岡定

霊ア撒 密度，書養翠，弾性魏麗 勃理驚データの鐸皆
物健， 鰹…藻累，化学分祈， 地墨の推窟

流体包有麹均聲化溜臥

i残留竃気

注水識 自然豊水，加ε淺 地層遥木惟の檎羅

流轍取 地翻螺水， 地熱浅体の特豊
化学分綻0（艀成分）

置麗同復識 訂調4h－120h灘彊 平衡地温推窺
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　（1〉N56一：KR－1号井（56年度）

　片山地獄の東北東約2kmの荒湯地区において1360

mの掘削を行った．地質は下位に向かい鬼首盆地堆積物

の第四系宮沢層及び赤沢層，新第三系蟹沢層，基盤をな

す先第三系花嵩閃緑岩よりなる．変質は緑泥石，セリサ

イ等中性ないし弱アルカリ性熱水環境下の生成鉱物で特

徴付けられ，これにパィロフィライト，カオリナイト等

の酸性変質鉱物が重複し，これら鉱物の生成温度条件は

全体的に高いといえる．本坑井は1214mで基盤に達し，

1360m付近で全量逸水を伴う破砕帯に逢着し，硫化水

素ガスを伴う熱水の噴出事故を発生したため深部の測定

は不可能となったが，掘削中の温度測定値は1320m深

で2100C（S。T30分）であった．

　（2）N58－KR－2号井及び3号井（58年度）

　鬼首カルデラの南東部の高日向山南麓及び片山地区の

北方において1500m級2坑を掘削し各種の調査・解析

を実施した．掘削深度は2号井1222m，3号井は1500

mであり結果は次の通りにまとめられる．（イ）坑井地質及

び変質は略前記の通りで2，3号井では何れも新第三系蟹

沢層，神室山層の途中で終り基盤には達しなかった．（・）

地温は何れも500m－700mより急激な上昇を示し，2号

井では185。C（掘削中温度）3号井では263。C（平衡温度）

の坑底温度が得られた．また3号井は1300m付近をピ

ークとして温度勾配の低下傾向を示すことや1360m付

近にある全量逸水層で強度の高温熱水変質による鉱物の

生成が認められることから，この深度において高温熱水

の存在が推定された．またコァによる流体包有物試験に

よる均質化温度では各坑井とも最高300。Cを越す高温

が得られた．

　以上3本の坑井は，当地域で最も新しい火山活動であ

る高日向山を中心とした地熱徴候分布地域及びに地磁気

地電流法（MT法）調査の結果により明らかにされたカ

ルデラ南部全域に拡がる低比抵抗帯に焦点を合わせて地

点選定をしたもので，調査の結果何れも高温地熱流体の

存在が確認され，当地域の地熱資源の規模，拡がり等の

推定が可能となった．

　　　　　　　　　　　（新エネルギー総合開発機構）
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